


大雪予想の中、伐木と運び出し　

昨
年
の
夏
︑花
好
き
3
人
で
高
知
へ
行
き(

飛
行
機

50
分
ひ
と
っ
飛
び)

高
知
県
立
牧
野
植
物
園
︑モ
ネ

の
庭
な
ど
を
観
て
回
っ
た
︒そ
の
時
に
葉
が
茂
っ

た
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
と
出
会
い﹁
ま
た
バ
イ
カ
オ

ウ
レ
ン
の
花
が
咲
く
景
色
を
見
て
み
た
い
!
﹂と

思
い
続
け
︑今
年
は
早
春
の
高
知
へ
と
出
か
け
ま

し
た
︒

今
回
は
︑博
多
か
ら
新
幹
線
で
岡
山
に
行
き
︑岡

山
か
ら
南
風
号
に
乗
り
換
え
︑博
多
を
出
発
し
て

か
ら
4
時
間
30
分
の
列
車
ひ
と
り
旅
︒

福
岡
を
立
つ
前
日
︑土
佐
加
茂
の
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
に
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の
開
花
状
況
を
問
い
合

わ
せ
る
と
今
年
は
暖
冬
の
影
響
も
あ
り﹁
バ
イ
カ

オ
ウ
レ
ン
の
開
花
が
早
く
て
︑今
は
終
わ
り
を
迎

え
て
い
ま
す
﹂・
・
・
と
︒で
も
︑一
目
咲
い
た

バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
を
見
た
い
︒

高
知
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
て
︑翌
朝
高
知
駅

か
ら
土
佐
加
茂(

在
来
線
50
分)
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン

の
群
生
地
へ
︒集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
済

ま
せ
山
道
を
20
分
程
登
る
と
︑森
林
内
に
バ
イ
カ

オ
ウ
レ
ン
の
群
生
地
が
広
が
っ
て
い
た
︒

し
か
し
︑ほ
ぼ
ほ
ぼ
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
は
︑咲
き

終
わ
っ
て
い
ま
し
た
︒(

涙)(

涙)

咲
き
終
わ
っ
た

群
生
地
に
ガ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
と
︑偶
然
︑佐
川

町
集
落
支
援
員
・
加
茂
地
区
の
方
と
出
会
い﹁
今

年
は
暖
冬
で
開
花
が
早
く
な
り
︑前
日
の
雨
で
も

花
び
ら
が
散
っ
て
し
ま
っ
て
・
・
︒来
年
は
バ
イ

カ
オ
ウ
レ
ン
の
状
態
を
確
認
し
て
ま
た
来
て
く
だ

さ
い
﹂と
名
刺
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒バ
イ
カ
オ

ウ
レ
ン
群
生
地
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の
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を
見
て
下
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す
る
こ
と

に
︒

気
を
取
り
直
し
て
︑次
の
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
開
花

場
所
へ
︒土
佐
加
茂
駅
か
ら
牧
野
富
太
郎
先
生
の

生
誕
地 

佐
川
町(

電
車
で
8
分)

へ
︒牧
野
公
園
の

丘
の
上
に
あ
る
牧
野
先
生
の
お
墓
に
お
参
り
を
し

て
後
方
へ
進
む
と
︑そ
こ
に
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の

花
が
咲
く
群
生
地
が
・
・
・
・
︒目
の
前
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
︒想
像
し
て
い
た
よ
り
も
バ
イ

カ
オ
ウ
レ
ン
の
花
は
小
さ
く
て
︑可
憐
で
︑指
先

1.5 
㎝
程
の
花
に
一
瞬
で
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
︒思
わ

ず
し
ゃ
が
み
こ
み
︑小
さ
な
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
を

眺
め
た
り
︑そ
っ
と
花
に
触
れ
て
み
た
り
︒自
然

公
園
の
中
に
咲
く
︑バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の
花
を
愛

で
な
が
ら
︑幼
少
期
の
牧
野
富
太
郎
少
年
に
出
会

え
た
よ
う
で
素
晴
ら
し
い
高
知
の
旅
で
し
た
︒

バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
と

出
会
う

列
車
の
旅

緑のコーディネーター
米倉治美さん

令和 6年 4月 5日（金）
10：00～ 12：00　

　

エコ・ガーデンと愉快な仲間たち
西田正光さん

緑のコーディネーター　　髙井カホルさん

毎
年
こ
の
時
期
に
七
隈
校
区

で
花
づ
く
り
を
し
て
い
る
８

団
体
の
花
壇
を
巡
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
ま
す
︒

今
年
は
桜
の
満
開
の
時
期
と

相
ま
っ
て
︑皆
さ
ん
が
手
塩

に
か
け
た
花
壇
の
花
達
が
色

と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
私

達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
︒

今
年
も

花
壇
巡
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

主
催 

七
隈
公
民
館

城
南
区
七
隈
校
区

夫
々
の
花
壇
の
特
徴
や
珍
し
い
花

の
名
前
を
聞
き
︑ス
マ
ホ
で
花
の

名
前
を
確
認
し
な
が
ら
︑写
真
に

収
め
ま
す
︒

中
に
は
メ
モ
を
取
り
は
じ
め
︑さ

な
が
ら
講
習
会
が
始
ま
り
︑足
の

歩
み
が
前
に
進
み
ま
せ
ん
︒

来
年
は
︑バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の
群
生
地
土
佐
加
茂

に
開
花
状
況
を
確
認
し
て
出
か
け
よ
う
!

七隈公民館

朝
１０
時
に
七
隈
公
民
館
を
出
発
し

て
︑途
中
集
会
所
で
休
憩
し
︑最
終

の
花
壇
で
は
︑お
昼
を
と
っ
く
に
過

ぎ
ま
し
た
︒体
力
を
考
慮
し
︑途
中

か
ら
参
加
す
る
人
︑早
め
に
抜
け
る

人
を
含
め
総
勢

３０
名
程
で
︑今
年
も

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
で
楽
し
く
巡
り

ま
し
た
︒

春の愛宕山を訪ねて

愛宕の森を守る会　令和 6年 3月24日（日）　9:00 ～12:00　参加者7名

●トベラ●エノキ●クスノキ
●オガタマノキ
●カラスザンショウ
●ナワシロイチゴ
●クスノキ●ビワ●イタビ

愛宕山の樹木

この日は朝から雨で中止になりましたが、数人の
参加者があり店の軒下で山崎先生が愛宕の説明
を資料を元に話されました。
雨が降る中、鷲尾城址へ登りました。ツクシヤマ
ザクラがきれいに咲いていました。昨年10月に植
樹した小さい苗が葉芽を出していて「よく育った
ね」と声を掛けました。フデリンドウが咲いている
頃なのでみんなで捜してみると数本ありました
が、雨でつぼみでした。天気が良ければ咲いてい
たでしょう。
マンション建設が始まる前にと会の方は植物を鷲
尾城址に移植し、ここで新しい芽を出しています。
愛宕神社西側車道方向へ移動する頃には雨もや
みました。
大きなクスノキにイタビが貼りついている。それが
木の枝のように網目状になった所に鳥が運んだ
のかビワの新しい木が育っています。ガード下の
桜もよく整備され明るくなり元々あった植物も芽
出し中です。たくさんの植物、これに集まる虫、
蝶 、々鳥、樹木の説明で雨の中楽しい観察会でした。

これからに向かってたくさんの植物が準備して
います。
今花が咲いているクサイチゴ、オドリコソウ、ム
ラサキケマン、（花の蜜を吸う体験もしました）
樹木ではツクシヤマザクラ、ヤマザクラ、ヤブツ
バキ、イワガネ（つぼみ）、実はナワシログミ、ビ
ワ、ワラビも出ていました。



令和 6年 4月 5日（金）
10：00～ 12：00　

お
も
て
な
し
花
壇
ス
ポ
ン
サ
ー

後
藤
謙
治
さ
ん

椿
の
花
と

琴
と
尺
八
の

コ
ラ
ボ

今
冬
は
異
常
気
象
続
き
で
︑弥
生
3
月
は
寒
暖

差
が
激
し
い
日
々
が
多
く
高
齢
者
の
私
の
体
に

は
こ
た
え
ま
し
た
︒

滅
入
っ
た
気
持
ち
を
癒
し
た
い
と
思
い
︑大
分

県
築
市
山
香
町
の
大
分
農
業
文
化
公
園
︑愛
称

﹁
る
る
パ
ー
ク
﹂で
開
催
中
の﹁
椿
ま
つ
り
﹂の
鑑

賞
に
車
を
駆
っ
て
出
掛
け
ま
し
た
︒

  

大
分
農
業
文
化
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分
県
杵
築
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）

心
ほ
っ
こ
り

花
つ
月

椿
の
つ
ぎ
は

夢
見
草

＊
共
催/

生
田
流
筝
曲
日
本
当
道
会

日本の楽曲を演奏する
生田流筝曲日本当道会

Vol.8花壇を目指して

オーケストラのような
大濠公園ガーデニングクラブ 　代表　花栗美百合さん

花壇のデザイン

前回は植物の管理・植物の健全育成を述べましたが、的
確な知識に基づいた植物選択や管理をすることにより植
物が生き生きとした美しさを保ち、本来の健全な成育を
していき素敵な音色を醸し出すことでしょう。
また花壇のメロディが美しいと感じられる要素として、
周辺環境と花壇のボリュウムやバランスの一体感がある
かを確認します。
花壇の縦・横・高さのサイズ、ボリュームが周辺の景色
とのスケールとバランスが取れているかが大切で、植え
た時だけではなく、それぞれの植物の成長した将来の姿
を確認して植物を選択します。
ディテールとしては葉や花の大きさ、色、形、数、隣同
士との相性やそれぞれのボリュウム、季節の移り変わり
の仕方（1 つの花が終わった後には何の花が代わるのか
など）などが、コンセプトに合うようなものを選択して
いきます。
大濠公園の場合、池と広々とした樹木のある空間が広がっ
ています。そこでその広い空間には、 高さのある花壇が必
要と考え、県で許可されているぎりぎりまで高く（50 ㎝）
することにしました。

大濠公園ガーデニングクラブ全体の花壇のコンセプトは
「おしゃれできちん とした花壇」ということは決めてい
ますが、さらに 5 カ所ある各花壇のそれぞれの詳細なコ
ンセプトを決めました。以下の通りです。

コンセプトはおしゃれできちんとした花壇

「風の花壇」

「モダン花壇」

「オアシス花壇」

「ビビッド花壇」

「ナチュラル花壇」

どの花壇でも見る人に、植物の生き生きとした美し
さとコンセプトが合いまって素敵な雰囲気を作り出
すことを目標にしています。

どこから見るのか （成長した時の姿の確認）

以前にも述べさせていただきましたが、この花壇は、
人々が 360 度周辺から花壇を見ることが出来ま
すので、すべての植物が見やすいように手前が低く、
中心が 高くなるように植物の丈を考えます。

コンセプトに合致する植物の選択
先ず花壇の構成を考えます。
大濠公園ガーデニングクラブの植物は、ベースグリーン、ベースフラワー、サイドフラワー、グランドカバー
の 4種で構成されています。

ベースグリーン（常緑低木、多年草）

花壇のベースになる常緑のグリーン。この植
物によって花壇の緑の骨格やボリュウムが成
り立ち、冬の寒々しい景色をカバーするコン
セプトに合った緑を選択することにより、花
壇のベースが形成されます。

ベースフラワー（低木、多年草、1.2 年草）

花壇の主役の花で、花壇のベースグリーンを
バックに咲く。コンセプトに合った植物の種類
を選択し、花の咲く時期の分かる 1 年間の花カ
レンダーを作成し、植物を決めていきます。

サイドフラワー（多年草、1.2 年草）

季節により、ベースフラワーの花のない時期に花壇
の華やかさを絶やさないよう演出。またベースフラ
ワーと共に咲くときは、ベースフラワーを引き立て
る役目やそれとの相性を考え、種類を選ぶ。
ベースフラワーの様に固定ではなく他の物に替わる
事もあります。

グランドカバー（常緑、葉の大きさが小さく、土の
上を匍匐し、土の表面を覆うもの）

花壇の縁石の内側の周辺地面の乾燥防止を兼ねて土
のままではなく、常緑の緑で覆う事により花壇を引
き立て、絵画の額縁になり緑の絨毯的な役目もする。
またその縁石は訪れた人が花壇の植物に遠慮しない
で、ベンチ代わりに座れる為でもある。季節により
花の咲くものもあります。
このグランドカバーのスペースがある事で、花を植
え込むスペースが少なくなり、花の維持費も少な
くて済みます。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

手前は低く
中心は高く !

花たちは実際に育てていきながらそれぞれの特徴や性質を植物から学び、デザインを試みていきます。
花壇の素敵なメロディを作っていくためにはエネルギーをかけたほど見事な結果が訪れることでしょう。

素適な雰囲気を醸し出す音色やメロディーとは？

つの花壇の

コンセプト

5

次回は大濠公園ガーデニングクラブの実際の
花壇の花の種類を紹介します。

訪
園
日
は
屋
内
つ
ば
き
園
で﹁
椿
と
花
と
と
も

に
聴
く
琴
と
尺
八
の
調
べ
﹂の
催
し
が
初
め
て

あ
り
︑ラ
ッ
キ
ー
♪

古
来
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
日
本
原
産
の
椿
を

愛
で
な
が
ら
日
本
の
伝
統
和
楽
器
︑琴
と
尺
八
が

奏
で
る
美
し
き
日
本
の
楽
曲
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

「屋内つばき園」では、約
100 品種 100 本の椿を
楽しめる

＊

爺川柳

！

大濠公園ガーデニングクラブ





mori
hana

ガーデンシクラメンは外で育て
る。液肥は２週間に一回与えるだ
けです。花殻はこまめに取る。簡
単で手が掛かりません。

長尾五丁目自治会

カエデ会

クリスマスローズ、ローダンセマ
ム、ビオラ、シクラメン、チューリッ
プの花が満開です。Welcome 
gardenに相応しく来園者の方々
に楽しんでもらっています。

動物園入口のプランター。華や
かなハンギングスタンドでお出
迎え。ゴリラのフィギアで来園者
の期待が高まります。

石井康子さん、岩元敬子さん、木村愛さん

坂森 恵さん

城南区のお友達の丹精したシ
クラメンをご紹介します。

西川京子さんちのバニーテイル

花づくり団体「野間大池公園
花学校」代表深川さんから
いただいたボリジの苗が元
気に成長し、花を咲かせてく
れました！

花づくり団体「野間大池公園花学
校」代表深川さんからいただいた
バニーテイル・ストロベリーキャン
ドルの種が元気に育ちました！

緑のコーディネーター

（公財）福岡市緑のまちづくり協会 みどり課
  福岡市中央区小笹5丁目1番1号
  福岡市植物園 緑の情報館内

ks@midorimachi.jp
092-260-8816
090-8463-9982
092-401-1384

グリーンノートは編集から構成デザインまで、福岡市緑のまち

づくり協会職員が制作しています。
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